
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

札幌市立もみじの森小学校 
札幌市厚別区もみじ台西 3丁目４－１ 

TEL ８０３－７８１０ FAX ８９８－３３４４ 

学校 HP  https://www.momijinomori-e.sapporo-c.ed.jp 

  

本校の目指す子どもの姿 

「いい顔」 
「いい声」 
「いい動き」 

 

ガ イ ド ブ ク 

入 学 転 



   

 

 

 教科の学習に限らず、知りたいこと、身に付けたいことをもち、進んで

学び続ける姿は、自分の成長を願い未来を切り拓く力をもって夢の実現を

目指す人間の姿です。生涯にわたり学び続けるその第一歩を確実に身に付

け、学ぶ楽しさや喜びを知ってほしいという願いが「自ら学ぶ力」に込め

られています。 

  また、自分の成長が、単なる自己満足で終わるのではなく、誰かの役に立った、誰かか

ら必要とされた、そんなときにこそ感じ取ることができる大きな喜びや自己有用感を味わ

うことで、一層その人の輝きを増してほしいという願いが「ともに生きる」 に込められて

います。 

  このことによって、やる気や温かい心、 

くじけない心など、人として大切なものを身に付けた人間を育てたいと願っているのです。 

 

 

 

 

「いい顔」とは笑顔や温かい目など思いやりの気持ちが姿となって表れることを、「いい

声」とは優しい言葉や美しい言葉など、澄んだ心が言葉となって表れることを、そして、

「いい動き」とは、やさしさやたくましさが行動として表れることを示しています。自分

とまわりの人々、周りの自然や環境を大切にしながら心を通わせ、夢は必ずかなう、いや、

かなえるという信念をもって未来に向かい進んでいくもみじの森の子どもであってほしい

という強い願いが込められています。 

 

 

自ら学ぶ力と ともに生きる力をもった 

人間性豊かな子どもを育てる 

２ 

【いい顔】【いい声】【いい動き】で 

夢に向かって歩み続ける もみじの森の子どもです 



 

 

 

 

大きな木はもみじの森小を、周りの木は、母体となった 3校 

（もみじ台小学校、もみじ台南小学校、もみじ台西小学校）を表 

します。上にかかるオレンジ色の弓は、もみじの森に昇る太陽を 

表します。 

わたしたちは、すべてのいのちを支え育む太陽のように、周り 

を照らしながら明るく健やかに生活します。人をかたどった M 

の字にあるように手をとりあって仲良く暮らします。そして、空 

に向かって伸びる木のように大きく成長します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊の沢公園や野津幌川の緑豊かな校区。もみじの森に吹き渡る気持ちのよい風が、新緑

の木の葉を優しく揺らして奏でる葉音は、まるでわたしたちに大きな夢をもち、それに向

かって成長して行きなさいと語りかけているようでした。森は水を貯え、たくさんの動物

や植物の命を育み、命あるすべてのものが生きている証としての歌を歌っています。この

学校も森のように、すべての子どもが生きている喜びの歌を響かせ合うところであってほ

しいとの願いが込められています。春の森を緑の梢、秋の彩られた森を茜の葉とし、この

森で、自ら学ぶ、ともに生きるという教育目標の実現を一年を通して進めていくという意

味を込め、佐々木洋一初代校長が作詞、作曲しました。 

野津幌川と小野津幌川に囲まれた緑豊かなもみじの森。 

わたしたちは、この豊かな自然を大切にします。 
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鉄筋 4階建ての校舎です。玄関は、西側「児童玄関」を利用します。 

 

 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 合計 

人数 ３４ ３９ ４９ ４５ ４９ ４９ ２３ ２８９ 

学級数 １ ２ ２ ２ ２ ２ ３ １３ 

 

※ ４月１日 現在 

４ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

服装 ○季節に応じたもので、身体に合った動きやすいものを着せてください。 

（体育の時は、運動に適したジャージなどが望ましい） 

○帽子やジャンバーなどは、教室後ろのフックにかけます。 

かけ紐を付けてください。 

外靴・上靴 ○脱いだり履いたりしやすく走りやすいもの。上靴は、靴底が白いもの。 

給食 ○エプロン ○帽子もしくは三角巾 ○ランチマット〔巾着袋の中に〕○マスク 

その他 ○ハンカチ ○ティッシュ 

 

 

＜週時数＞ 
・1年生･･･25 時間 ・2年生･･･26 時間 ・3年生･･･27 時間 ・4～６年生･･･28 時間 

 

５ 



 

 

かばん ランドセル、リュックサックなど。教科書、ノートなど学用品を入れます。 

筆入れ 

子どもが扱いやすく、丈夫なもの。鉛筆は 5本程度（毎日削る習慣を。 

シャープペンシルは使用しない）黒の油性サインペン 消しゴム（白い物） 赤ボールペン  

定規（筆入れに入る程度の長さで。二つ折りになるものは×） 

はさみ 先の丸いもの（左利きのお子様は、左利き用を） 

雑巾 
雑巾は、机拭き用と床拭き用の 2枚用意してください。 

洗濯ばさみは 4つ（２つずつひもを付けて）用意してください。 

その他学用品 ○おたよりファイル（クリアホルダー）○とびなわ ○道具箱 ○体育帽子 

安全に 

関わって 

※カッターナイフは学校で準備しているものを使用します。 

※子どもが持ってきた彫刻刀は、担任が回収し、使用時まで一括保管します 

※体育の授業や休み時間のグラウンド・体育館遊びの時は体育帽子を着用。 

その他 

※学習に関係ないもの、学習の妨げになるものは持ってこない。 

※キーホルダーなどは最低限とし、華美になったりたくさんぶら下げたりしないよう声

をかけてください。 

家庭での学習 

子どもたちの基礎学力と自ら学ぶ力を高めていくため、本校では家庭でも学ぶ時間と習

慣を絶やさないよう、学年、学級で取組を行っています。家庭でも以下の点を大切にし、

お子様の家庭での学習をサポートしてください。 

  ○家庭での学習について約束事を決める 

  ○時間の確保をする 

  ○学習環境を整える 

など、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

６ 

 国 語 算 数 社会 理 科 

１年生 １２マス×８行 十字リーダー １２×１７マス １２ｍｍマス  

 ２年生 １２マス×８行 十字リーダー １２×１７マス １２ｍｍマス 

３年生 １５マス×１０行 十字リーダー  

５ｍｍ方眼罫 １０ｍｍ実線入り 

 

４年生 １８マス×１２行 

高学年 １０ｍｍ縦罫×１５行 縦リーダー 

※新入学購入時は国語：１２マス×８行 十字リーダー 算数：１２×７マス １８ｍｍマス 

 

学習ノートの規格 



 

 徴収金の種類 使  途  

ゆ

う

ち

ょ

口

座

引

落 

①用紙費 学習に使用する色紙、画用紙などの費用 

５

月 

②ＰＴＡ会費 （長子のみ） PTAの活動費用 

③日本スポーツ振興センター掛金 学校管理下での事故に対応する共済掛金 

④PTA共済会 

学校管理下外での事故に対応する傷害保険 

ＰＴＡ会員と同居の親族がＰＴＡ行事参加中に

被った傷害事故に対する保険 

⑤教材費 

テスト、ワーク、図工の教材など、授業の中で 

個人が使用する教材を購入する費用 

６ 

11

月 

現

金 

※その他  校外学習の際の交通費や施設利用費 

その他、学年での取組で必要な費用 
 

※学校徴収金の詳細は別紙をご覧ください。 

・給食費は、R５年.度から札幌市教育委員会にお支払いいただくことになりました。 

指定口座 ⑥給食費 学校給食に関わる費用 年１０回 

【納入方法】  

■学校徴収金→郵便局の口座からの引き落とし（①～⑤：学校） 

・ゆうちょ銀行の口座から引き落されます。 

（口座の名義は、保護者もしくは児童名のどちらでも構いません） 

・郵便局に口座をお持ちでない場合→郵便局に出向いて新規の口座を開設してください。 

・『自動払込利用申込書』を記入し（次ページ参照）、郵便局の窓口まで、忘れずに提出してください。 

・引落日は 10日（10日が祝日、土、日の場合は翌月曜日）です。 

・5 月・6 月・11 月の年間３回の予定です。引落月日、および各月の引き落とし金額については、年

度当初にお知らせいたします。 

・引落に際し、1件 10円の手数料がかかります 

・万一残高不足などで引落ができない事態が生じた場合には、その月の徴収金を直接学校へご持参いた

だくことになります。（再振込は、２０日です。） 

※①～⑤の他には、各学年で必要となる諸費用を現金で集金する場合もございます。 

 

■給食費→各家庭指定口座からの引き落とし（⑥：札幌市教育委員会） 

・各ご家庭が指定した口座から引き落とされます。 

 （口座の名義は、保護者もしくは児童名のどちらでも構いません） 

・『札幌市学校給食費口座振替依頼書』を記入し、金融機関窓口へ直接、提出をお願いします。 

 ※こちらは、市内全学校での取組のため、お早めに提出をお願いします。WEBでも受付できます。 

・納付額及び納期限、その他詳細については別紙でご確認ください。 

  学校徴収金とは、学校教育に関わって集金するお金で、以下のものがあります。 

７ 

 



■【自動払込利用申込書について】 

 

下記を参照して記入し、最寄りの郵便局に提出してください。 

○ 申込用紙は３枚１組（カーボン紙付）になっています。 

○ 「お客さま控」もはがさずに一緒に提出してください。 

○ 印鑑は、通帳の印を押印してください。（２枚目も） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就学援助制度について 

札幌市では、お子様が小・中学校に通学する際に経済的な理由によりお困りの方に対して、学用品費・

修学旅行費・給食費などを援助する「就学援助制度」を設けています。援助を希望される方は、別紙の

「就学援助制度のお知らせ」と「令和６年度就学援助の申請について」をお読みのうえ、「就学援助申請

希望用紙」を、学校まで提出してください。 

 

「備考欄」に 

お子様の◆氏名 ◆学年 

を記入してください。 

印鑑は「通帳の印」を 

押印してください。(1 枚目・2 枚目) 

◆郵便番号 ◆電話番号 ◆住所 

◆氏名 

 

 

◆記号番号 をご記入ください。 

※郵便局・口座名義は 

「お子様名義」で 

なくても構いません。 

加入者名／札幌市立もみじの森小学校 

口座番号／０２７８０－３－２９９９８ 

払込開始月／ ２０２２年 ○○月から 

払込日／毎月１０日 

学校諸費 30 と記入してください 

※記入・捺印に不備があれば 

 再提出になります。 

 記入漏れのないようご留意ください。 

８ 



 

 

緑、黄、紫、赤、青、

橙の６つの大きな通

りが通学路です。 

自宅から、この道に

安全に合流して登

下校します。 

 

○印は、交通安全

週間などで、指導員

が立つ場所です。ふ

だんから気を付けて

登校させてくださ

い。 

学校グラウンドと西

公園の間、熊の沢

公園横の道路は、

防犯上通学路には

していません。 

９ 

 


